


















































































う 2つの近赤外光（695 nm, 830 nm）を用いて，脳血流動態を 10 msec単位で計測する。送光プロー



















スラインからの OxyHb値の変化量について 2つの刺激条件ごとに 3回分のデータを加算平均処
理した。解析区間は，OxyHb値の反応が刺激提示時より数秒遅延する17）ことから，刺激課題の
開始直後の 5秒を除いた 15秒間とし，その区間の OxyHb値を解析対象とした。
脳活動の計側部位は，社会認知と関連するといわれている前頭前皮質部（PFC : pre frontal 
cortex）の 19個のチャンネルとした。本装置におけるチャンネル番号は次の通りの Ch.24, 25, 










刺激提示は開始時の安静時課題を 30秒とし，その後，刺激課題 20秒と安静時課題 20秒を交互













































次に，前頭極（FP : frontopolar area）に相当する Ch38では刺激の主効果が有意であり（F（1,22）
=6.600, p<.05），cry条件の方が non-cry条件に比べ，男女ともに OxyHb値が有意に高かった。





いて有意ではなかった（p<.05）。また刺激の主効果は，背外側前頭前野（DLPFC : dorsolateral 













B：上記の性別および刺激の主効果があった 4 個のチャンネルの Oxy-Hb 値のグラフを示す． 
縦軸に Oxy-Hb 値、横軸にチャンネル番号・性別を示す.  
















 B : 上記の性別および刺激の主効果があった 4個のチャンネルの Oxy-Hb値のグラ
フを示す。
 縦軸に Oxy-Hb値，横軸にチャンネル番号・性別を示す。



















図 4 IDS 表出時の脳活動 
A：2要因分散分析の結果、刺激の主効果が有意であった 9 個のチャンネルを白色で標準脳上に表示する（ｐ＜.05）． 
図中の番号はチャンネル番号を示す． 
B：刺激の主効果が有意であった 9 個のチャンネルの Oxy-Hb のグラフを示す． 
縦軸に Oxy-Hb 値、横軸にチャンネル番号・性別を示す.  
ここに示す 9 個のチャンネルで non-cry 条件の方が cry 条件より OxyHb 値が有意に高かった． 






























 A : 2要因分散分析の結果，刺激の主効果が有意であった 9個のチャンネルを白色
で標準脳上に表示する（p<.05）。
 図中の番号はチャンネル番号を示す。
 B : 刺激の主効果が有意であった 9個のチャンネルの Oxy-Hbのグラフを示す。
 縦軸に Oxy-Hb値，横軸にチャンネル番号・性別を示す。
 ここに示す 9個のチャンネルで non-cry条件の方が cry条件より OxyHb値が有意
に高かった。













次に IDS表出時の脳活動において，刺激の主効果が DLPFCと FPに相当する 9個のチャンネ
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